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ラムトンrペルシア語文法mを日本人としてどう読むか

上
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は　じ　め　に なぜラムトン『ペルシア語文法』を読むか

　　アン・K．S．・ラムトン「ペルシア語文法s（1953年初版，ケンブリッジ大学出版局）は英語で書

　かれたペルシア語文法書である。初版以後少々の改訂を施してしばしば増尉されてきている。われ

　われ大阪外国語大学ペルシア諾学科では，二年次と三年次の二年間，毎週一囲一時間半を費して本

書を読み通すことにしでいる。その読み方は，英諾による説明は発音することなく直ちに日本語に

　訳し，ペルシア語例文はこれを発音して訳する。そして必要なところで教師が説明を捕える。各課

　の末尾にあるVocαbularyとExercise，および95頁以後の各所に1ある読み物は，雀略して学生の自習

’ に任せる，ということにしている。試験としては，ペルシア語例文の中から選び，その英文を頒し

　てペルシア語訳させる。つまり文法的知識だけでなく，作文の基礎を習得させることをねらいとす

　る。ペルシア語教科書として私が本書を重視する理由は次の五つである。

　　1．日本入の大部分は中挙校・高等学校を通じて英語を学習しているので，本書の英語の理解に

　さほど困難はないはずである。

　　2．日本入は国際語としての英語が使える必要があり，ペルシア語国たるイランやアフガニスタ

　ンでは，外人は英語に堪能であることが期待されている。

　　3．目本藷によるペルシア語の入門書や辞書が限られているのに反して，英語によるものは数多

　くあるから，英語を通じて学習する方が進歩の可能性が大きい。日本諾による入門書といえども，

　英文法の用語で説明されているから，英語に不慣れな入はペルシア語習得にも不利とならざるをえ

　ない。

　　4．本書は全くの初挙者にはむずかしいが，初歩的知識を得た人が，学習や経験によって増加す

　るペルシア語の知識を整理し深化させるのに，もっとも適している。即ち，古典文への雷及もあり，

　またアラビア語（欝本語における漢文に当る）の説明も詳しく，本書を充分に理解し，かっ畜効に

　応嗣することによって，ペルシア語についての高度な知識を得ることができる。

　　5．この小論は実は本書出版二十五周年を記念するためのものである。私が友人に誘われて共同

　で本書初版本を購入したとき以来，H本では何百，あるいは干以上のペルシア語学徒が本書の恩恵

　を蒙ってきた。日本は漫界中で本書がもっとも歓迎されている国の一つであろう。贋越ながら，私

　は日本の読者を代表して，著者ラムトン博士に二十五周年のお祝いを申し上げたい。

　　さてこれから，緒書Pゲe海Cε，序論1癬oぬC孟ゴ0πおよび各課Lessonについて順に説明を加えること

　にする。説明に当っては，普通の大学生程度の学力で一読して理解できるようなところを除き，わ

　かりにくい箇所に重点をおく，またペルシア藷例文で，実際によく使われていながら本書から漏れ

　ているものを補うことにする。また緒書の冒頭にみえる本書の意図に従って，現代文に重きをおき，

古典文についてはその説明を省略することもある。学習者はまず現代文を充分に理解し，しかるの

　ち古典文に向かうのが望ましいと春えるからである。
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緒 言

　脚注にペルシア語の時代区分が示されている。その用語が璽要なので，まとめて表示する。

　〈a＞Old　Persian（略称OP）「古代ペルシア語」一一撰形文字によるアケメネス朝の碑文。

　（b＞Mied｛e　Persiαn（MP）「中世ペルシア語」～一パフラヴィー語によるゾロアスタ～教経典，サ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サン朝の碑文，中夷アジア出土のマニ教経典。

　lc）New　Pei’sian（NP）「近世ペルシア語」一一イスラム以後の，アラビア文字によるもの。

　　（1）Ctαssicαl　Persian「古典ペルシア語」一一カージャール朝（1796－1925）まで。

　　（2）Modern　Pe短αη「現代ペルシア語」一現在用いられているもの。

　本書が扱うのは「近世ペルシア語」の中の主として「現代ペルシア語」で，時々「古典ペルシア

語」にも言及している。地域的にはイラン（テヘランを中心とした）のペルシア語に限られる。

序 論

　本書ではまず発音，ついで文字が説明されている。私の解説では，まず発音，ついで転写を扱う

ことにする。

ぽいん

　発音について述べる前に，わかりきったことであるが，簡単な定義を示しておく。まず母音とは

「声が口を鐡るまでの間，その通路が舌やくちびる等で妨げられない時の音。標準的な現代日本語

　　　　　　　　　　　　　　　し　むん
ではア・イ・ウ・エ・オの五つ」，子音とは「発音の際，呼吸が発音器官のどの部分かに妨げられて

できる音」（いずれも岩波国語辞典）

　XIYecに長方形の図があり，それに黒点で基本母音を，赤点でペルシア語母音を，入れてある。こ

の長方形上の点は，その母音が発音きれるときの香の最高点の位置を示す。即ち前より後よりか，

高いか低いかである。より厳密にいえば長方形でなく不等辺四辺形となる。ただし舌の最高点の位

置など，自分のはもちろん，他入のも贋で見えるわけでないから，理屈だけとみなせばよい。また

基本舞音なるものもそれを詳しく説明することはここでは意味がない。

　ペルシア議の母音を，服部四郎「音声学諺（岩波全書）の助けをかり，醸本語のそれと比較しなが

ら喬見明しよう。

転写　長短

丁　　長

　e　　短

　a　　短

a　　長

o　　短

if　　長

　　　　　説明，とくに基本母音との比較

唇をできるだけ横に張る。東京方喬の「良い」（イー）。〔i〕に岡じ。

「イ」よりの「工」。　〔e〕よりやや〔ε〕寄り。

「エ」審りの「ア」，「鮭」（シャケ）の「ヤ」。　〔a〕に岡じ。ただしkとgの後では〔ae〕

　となる。

Fアー」と「オー」の中閥，「輪を」（ワオ）の「ワ」。唇がほぼ円形になる。〔α〕に同じ。

「ウ」寄りの「オ」，「十」（トー）の母音。〔o〕よりやや〔o〕寄り。

唇をできるだけすぼめる。　〔u〕に岡じ。
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　以上のうちE］本入としてとくに注意すべきは，aとaの区別で，長さも唇の形も違う。

　イランのペルシア語の二重母音はei，　ouで，アラビア語およびアフガニスタンのペルシア語では，

それぞれai，　auとなる。

　子音については，現地入の発音をまねることが何より重要であるが，いくつかの讃明を媚える。

　zhは摩擦音で，フランス語の」と岡じ。

　璽はイランではghと発音される。アラビア語やアフガニスタンではqである。

　vはアラビア諮・アフガニスタンではwである。

　語末のh字は多くの場合発音されない。しかし丁，E，Qの後では発音される。例えばtanb！hヂ罰」，

s腋h「王」，kffh「山」。またdah　f十」，　deh「村」も発音される。これらのhはその直前の母音の口の

形のままで発音するのがよい。例えばs骸hは，lll本語では「シャーハ」に近く，最後の「ハ」はご

く軽くてほとんど聞こえなくてもよい。これをもし「シャーフ」と言えば，日本語の「フ」は唇が

動くからfの音にとられる恐れがある。

　なお照本人として注意すべき区甥は次のようである。b～v，　s－sh，　h－kh－k，　r－1，1r　f，

gh－9．

　単語のstressにっいては関係する各所で説明されているし，文章のintonationについては本書の末

尾，260－265頁に詳述されているから参照のこと。ともに発音において罪常に重要であって，決し

ておろそかにすべきでない。

　次に転写である。ペルシア語を引礪するのに，その本来のアラビア文字による表記のままででき

ればもっともいいが，アラビア文字の活字を備えた印棚所，およびその活字を拾える人が少ないと

いう実情のため，多くの場合はローマ字に直して表記される。転写の体系は一種でなく，いくつも

ある。その代表的なものとして次の五種の書物の方法を示す。かっこ内は略称。

　Lambton，　A．　K，　S．，　Persiαn　Grammar，1953　（本書）

　　　　　　　Lan（ttord　an（l　Peαsαnt　in　｝）eγsiα，　1953　〈重也窪三）

Steingass，　F．，　Persiαn－Engtish　Dictioeiary，1892 （スタインガス〉

　Boyle，　J．　A．，　GrammαrげModern　Persian，1966　（ボイル）

　黒柳恒男『ペルシア語入門謎1973（黒柳）

　なおLambto籍の他の二著，　Persiαn　Yocabulαry，1954の転写は「本書」に同じで，　The　Persian

Land　R　eform，1969　1ま　「地三童三」　ζこ同じo

　転写に二通りある。trαnscription「〔普通の〕車云写tsとtrαnsliteratio？t「翻字」である。　アラ

ビア語で異なる文字・異なる発音が，ペルシア語で同じ発音になることがある。このような場合，

普通の転写によれば，同じ音には岡じローマ字を用い，文字の相違を考えない。一方，翻字では文

字の相違までも示す。例えばペルシア語で〔z〕の音をもつ字は四つある。転写ではこの四っをす

べてzで示す。翻字では，例えば「スタインガス」の方法によれば，茎，z，7．，忽と四通りに区別する。
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この場合に附加される記暑は，使胴頻度の低い方に向かって複雑となる。ここではz，4，具，忽の

順である。

　上に挙げた五冊のうち，「地主」はアラビア文字を出していないから，翻字によっている。アラ

ビア文字を使ってあれば転写でもいい。「ボイル」の特色は一音を一字で示そうとしたことである。

　本論文はアラビア文字を嗣いないから，転写は翻字による。また印欄をなるべく容易にしようと

した。そのため「ボイル」式は附加記号が多くなるから採らない。結局，母音は「黒柳」式，子音

は「地主」式とした。「地主」と「スタインガス」は似ているが，khと幽，　ghとghという相違があ

る。下線はふつうはイタリックにする指示であるから，そう印刷される恐れがあるし，この下線は

必須のものではない。なおf地主」のtを「スタインガス」では，tとしてあり，後者に重がないが，

これは捲舌音（ウルドゥー語にある）を表すためである。

　なお平凡社版アジア歴史事典の第一巻の巻頭に，ペルシア語など藪アジア諸言語のローマ字およ

びカナによる転写法が示されており，参照に値いする。そこでのペルシア語のローマ字転写は「ス

タインガス」式である。

　いずれにせよ重要なことは，どれかの方法をしっかり理解して，それを厳密に適用することである。

　　　　　　　　本　書　　　地　王　　スタインガス　　ボイル　　　黒　柳　　　本論文
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第 1 課

　この文法書は冒頭からきわめてむずかしい問題を提起している。即ち1節でこういう，“ペルシア

認には定冠詞・不定冠詞はない。大ざっぱにいって，名詞は一丁を附けることによって不定となる。

例えばketab「（その）本」，　ke綴b尋「ある本」5’著養は英文法の定冠詞・不定冠詞に相当するもの

をペルシア語で探して，英文法におけると岡様，これを冒頭にもってきたのであろうが，ペルシア

語の一丁はかなり面倒なものである。それで著者はこれに脚注を施していう。“学閣者は，ペルシア

語における限定鹿伽漉と不liE　indefiniteの用法が英語における用法と正確に対応すると思ってはな

らなv＞5’

　この不定を表す一丁については，この課の1－5節だけでなく，125－126頁にも説明されている。

この一fに相当するものは，英語にも日本語にもないので，結局は本書の説明に頼りながら多くの実

例から帰納して判断するほかない。上の例でket颪bに二つの意昧があり，…一つは「本…般，本という

もの」を指し（本書127頁），他は「特定の本」を指す。後者の意味でそれが環的語になれば，kettib・

r詑なる。10頁11節の例文

　Bagh　mal・e－pesar－e－ti　st．「庭は彼の息子のものである」

において，bagh「庭」に「その」に当る指示形容詞はついていないが，英語でならthe　gαrden，日

本語なら「その庭」というところである。間様に，まずyak　gorbeh「ある猫」と言い，あとで｝｝eivER

「その動物」と言う。

　「｛皮は私に本をくれた」の「本を1の三つの表現が4頁6節に見える。

　1．ketffb－r夏　その本を，特定の本を

　2．ketab・丁　特定ではないがある範囲内の本

　3．ket酌　　本というもの一数や種類に関りなく

　この．iはペルシア語を日本語に直す場合にはあまり問題はないQただし発音においてそこにスト
，

レスをおかないよう注意すべきである。ket｛lb－・T「ある本」，　ket論τ「本の，会譲調でなく教科書風

の〔発音〕」。この不定の一rを文中で兇きわめて正確に発音できれば，その人のペルシア語の力はかな

りのものといえる。

　一方，ペルシア語作文においてこれの用法はときにむずかしいが，多くの溺例から半蜥するのが，

面倒なようでもっとも正しい方法である。

　要するに，この一￥は名詞の後に軽くつけるものであって，それだけ意味も軽く，わずかなニュア

ンスを添えるだけである。初挙者は自信がなければこれを附けないのが無難である。附けないこと

によって意昧がとりちがえられる恐れはない。

　語釈

　beαre・r（2節）　支えるもの，ハムゼの支えとなる短い縦棒。

　tl’ansition「うっり」（2節）またはoff．gttde「出わたり」（2課3節）。ここでは母音から母音へ

一　83　一



の移り行きであるから，hiattts（母音接続）といってもよい。

　syntαcticαt　tO｝tote（3節）　文の構戒上ひとかたまりのもの。ここでは「彼は／本とペンと鉛筆

を／私に／くれた」で，　「本とペンと鉛筆を」がひとかたまりである。

　more　thαn　one（7flfi）　　　二二つ皇フ、1二

　％nの複数形anhaとEnanは，それぞれrespectively口語的・文法的ペルシア語で用いられる」（9

節）　つまり「抽植は口語的ペルシア語で，ananは文語的ペルシア語で，それぞれ用いられる。」

英語のA，B………C，　D　respectiveiylS，　A－C，　B－Dであることを示す。

第 2 課

　10頁9節，所有の表現，例えば「私の本」は，「私Jman，「の」－e－，「本j　kettibを，1ヨ本語と逆

の順に並べ，kettib－　e・一　manという。この場合，　Eli本人としては英語のmyという所麿形容詞など思い

；鳴さなくていい。

　同様に10節の「私のもの」も，英語の所有代名詞砺ηeを忘れて，「私」・「の」・「もの」m劇をやは

り逆に並べる。なおこのmalはモンゴル・トルコ・ペルシア・アラビア・パシュ1・ウ・ウルドゥーの

諸語において，「家畜，財産」を意昧する語である。

　13翼19節，動物または物が複数で1語であれば，動詞は単数形をとるのが原難であるが，現代ペ

ルシア語では複数形にもなるという本書の説明は，多くの実例で裏づけることができる。

　語釈

｛罵∴野瞬継㌦
　enc　titic（5節）　独・：tl　Lないで他の語の中に含まれる，萌接的。エザーフェがそれである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　3　　課

　20－22頁の14－18節は比較級と最上級を扱っている。14節で，bad「悪い」の比較級は，dと，比較

級語尾．tarのtが岡化してbattarとなるとして，そのような綴りを書いてあるが，発音ではそうな

っても，書くにはやはりbad・tarとする方がよい。

　17節の「あの少年はこの少女より大きい」の「大きい」bozorgの意昧は，「体が大きい」でなく，

「年齢が上」ということである。

　18節はbTsh，　b愁htarである。一つ窟益な表現を補っておく。

　Yak　otaq　b琵htar　RTst。「一っの部屋で，それ以上はない。一部屋しかない」

brsh，　bTshtarを使った諺を紹介する。

　琵ar　keh　bEm・ash　b鳶h，　barf－ash　bTshtar．

「歴根が大きければ，それだけ雪も多い」（分掘癒，収入が多ければ税金も多い）
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　18節，最上級の褒現たるaz　hameh………－tar「すべてより……，も・’）とも……」はペルシア

語らしい表現である。とくに述語としては………－tarinよりこの方がよい。

　Man　az　hameh　qashang・tar　hastam．「私がいちばん美しいです」

　19節，rVn・ra　gerCtn　kharTd。「それを高く買った」は，「高い」gerEnという形容詞がそのままで

副詞として使われるという説明の例である。「安い」arzan，「いくらで」chand（46頁22節）など

をここに入れかえると，日常よく使われる会話文ができる。

第 4 諜

　27頁4節，現在語根が・avで終っていれば，その命令形単数は一〇uとなるという説明で，その例と

してshen懲an「聞く」（shenav）－Be・shenou「聞け」が示されている。形態の説明としてはそれ

でよいが，実嗣的には「聞け」は，Gffsh　kon．　Git－sh　be・deh．という。

　29頁9節は入称接尾代名詞である。この用法は次のとおりである。例えば「私の本」をはじめて

書うときは，第2課9節におけるように，ketab・e・manという。二度閉それに書及するときは，　ketab・

amという。っまりはじめは「私の」をはっきりさせるために一e－manを用い，その次からは軽くして

一 amをっける。この人称接尾代名詞はストレスをもたず，したがって意味も軽い。

　30頁10節はこの代名詞が目的格にも使われることを述べている。これは口語文でしばしば兇られ

るQ例えば

　Miblnam・at．「君に会おう」

この代名詞は前置詞にもつく。

　Beh．esh　goftam．「私は彼に書った」

この場合，be｝’のhは発音される。

　13－16節は噛身」を意味するkh’E’odの説明である。その脚注でkhw　fshが「親戚」の意昧をも有

するとある。この用例を筆者はアフガニスタンのヘラートで聞いたことがある。「自身」から来た

　　　　　　　　　　　　みうち
ものであるから日本語の「身内」に当る。

　22節，班chの朋法，これは肯定・否定両方に用いられるように説かれているが，実際はほとんど

否定だけに用いられる。

　35頁24節，髭our「方法，よう」の母音はouであってitでないことに注意すべきである。

　語釈

　simpte　tenses（IO節）　一蓋蚕で褒現できる時翻，現在と過去を指す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　5　　課

　この課は数字に関する内容を扱っている。基数の書い方で注意すべきことは，「百」「千」はそれ

ぞれgad，　hazarだけでよく，L」yakをつけないことである（アフガニスタンではつける）。なお

「二百」dev隷はdah　bTst（10×20）から作られてv・る。また英語のcipherは＄efr「零」から来
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ている。またアフガニスタンにはlak「一卜万」の単位がある。

　41頁9節は分数の表現で，それに二つあり，一は分母の基数・分子の基数他は分子の基数・分

母の序数を，それぞれ並べる。繭者は分子が1の場合に限られ，例えば％をchahar　yakというのは，

H本語で「よつ・いち」と書うのに当る。これを縮めてcharakというと，重最単位で1マンの％の

ことである（258頁参照）。分数の表現法としては後者，つまりyak　chawaromというのが普通であ

るQ

　10節，百分率にも二通りの雷い方があり，例えばIO％19sad－l　dah，　dah　dar　sadというが，後者

がよく使われる。

　43頁16節は助数詞cZα∬のe7，　numeratorである。示されている例は，「三人の女」「百頭の牛」

「五本の鉛筆」「四冊の本」「一着の服」「二軒の家s「十箇の卵」である。しかし㈲にいうように，

昌語では，入問に照farを用いる以外，すべてtaを使ってよい。人聞でもぞんぎいに言うときは綴を

使ってよい。ただ「ひとつ」だけはyak　tffでなく，yak　danehという。

　49頁30節は年齢の聞き方と答え方である。ただし開発途上国践に日本入ほどの厳密さを期徳して

はならない。生年月日を聞いても，月日はもちろん，生年も不確かで，何年かの誤差を予想せねば

ならない。

　次の質問文を覚えておくと会話に便利である。

　EmrSz　chaRdem－e－mffh　ast？「今日は月の何臼めか，何日か」（37頁脚注＞

　SE‘at　chan（圭ast？　「〔・今・］　ft／rH寺力・J

　chand　shanbeh「何曜」（shanbehの前についている数字を問う）

　cheh　S展‘at－1　「盲耳｝｛寺｛こ」

　chand　sa‘at「何時問」

　語釈

　compound　numerα1（14節）　複合数詞，　b驚t－o－yak「二十一1のように二語以上で作られるもの。

第 6 果tlll
口

　1節は受身の表現である。koshteh　shodan「殺される」は，いわゆる殺人事件でなくとも，事故

などで不慮の死をとげることをいう。病気で死ぬのはmordanという。

　54頁4節，gas｝｝taRとgardfdanはshodafiの，　namUdanはkardanの，それぞれ文語的表現である。

　6節は，主語を明示せず，他動調三人称複数を使うと，その動詞の受身を表すという説明である。

例えば

　醗竜買yand．「こう言われている」（英語のthey　sαy．）

　90kEshtan「許す」（9節）をこれに使うと，例えばNa－migozarand．「？うすることが許されな

い，そうしてはいけないことになっている」

56頁i2節，　shodanを可能の意味に用いることは購語で多い。ごく簡単な表現で事が足りるので覚
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えておくと役に立つ。かっこ内は口語的発音。

　M琵havad（mishe）？「できるかj

　Na－mYshavaδ〈ne－m了she）．「だめだ」

　Shod？「うまくいったか」

　Na－sh◎d．「だめだった」

　57頁17節（b＞は「あなたが来る時までに，私は出かけてしまっているでしょう」の文において，「来

る」に仮定法現在が用いられるという説明である。ここで注意すべきことは，「出かけてしまって

いるでしょう」の時制は，英語なら乗来完了にするが，ペルシア語では現在完了を用いることであ

る。同様の例文は，148頁7節，現在完了の贋法（c＞，および157頁18節，時を示す接続詞懐の用法1｝D

に見える。

　58頁17節（c）Ta　fn－ra　na－・khwffnam，　聴var　Ra－　mlkonam．「私はそれを読まないうちは信用

しません」において，「読む」の仮定法を否定にすることの説明に，“tffの導く節が未来をいう場合”

とあるのは，正確ではない。なぜなら，「あなたはそれを読まないうちは，理解できないでしょう」

（152頁）は未来だからいいとして，「私は彼に会わなかったうちは，彼がここにいることを知らな

かった」（157頁）「私と兄（弟）は妻をめとらなかったうちは………生活を共にしていた（別居しな

かった」（158頁）は，ともに過去を述べているからである。ここは“主節と従属節の動詞がともに

否定で，ともに肯定に直しても意昧が通ずる場合”というべきである。「……でないうちは～でな

い」は「……すれば～である」と岡義である。上の例文を肯定に直せば，それぞれ「私はそれを読

めば信馬する」「あなたはそれを読めば理解できる」「私は彼に会ってから，彼がここにいること

を知った」　「私と兄（弟）は妻をめとってからは………別居した」となる。

　これと関連して58頁（c）の二っめの文「あなたが来るまで私は待ちます」の「来る」が否定になら

ないのを，著者は“慣罵で”by　usαgeというが，この文は主節・従属節ともに肯定だからである。

もし「あなたが来ないうちは私は繊かけない」なら，ともに否定詞がつくであろう。

　18節，m終amn藁am　shod「彼は決心した」は，より目語的にはt殉mi勲gereftとなる。

　語釈

　d．efective　verb（10節）　欠陥動詞，活用形を完金にはもっていない動詞。ペルシア語では次の

二つである。使用される活用形とともに承す。

　bayestan－bayad，　mib5yad「ねばならぬ」，　bffyest，　m！bayest，　b町est護，　m了bayest－1「ね

　　　　　　　ばならなかった」

　sh町es捻n－sh町ad「たぶん」，　shSyffn「ふさわしい」，　sh町esteh「ふさわしい」

第 7 課

　この課では副詞・粂件文・使テ隻動詞が扱われている。中でも重要なのは条件文であり，それは（a）

可能な条件文，㈲不可能な条件文に分けられる。条件文は非常に重要であり，また学翼者は本書を
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読むだけで充分理解できるはずであるから，それに載せられた例文をすべて暗記することが望まし

い。そうすれば作文に大いに役立つであろう。ここでは別に書き加えることはない。

　65頁4節，いくつもの副詞・謝詞旬が一つの文の中に入るには，その並べ方は，時・方法・場所

の順となる。「彼は／昨H十｝1寺に／馬で／町へ／来た」という本書の例文を覚えていれば応用がき

く。

　67頁7節，chon融chehの用法二番罵の例文「私たちの状態をお短りになりたいなら，ぶじにやっ

ています」は乎紙の最初の部分に書く挨拶の文旬である。

　68頁8節は使役で，重要である。本書の説明にあるとおり，使役は動詞の現在語根に一dndan（口

語的）または一aRfdan（文謡的）を附力舞して作る。その活購形の中に一蘭一（アレフとヌーン）がある

から，それを晃つければよい。

　蒐s痘dan（jUsh）「沸く」→jUshaRdan「沸かす」

　rasrdalt（ras）紅着く」→　rasEndan「もたらす」

　不規期な例として挙げられているneskastaR（Reshva）「坐る」一．neshandan「坐らせる，〔反乱を〕

鎮める，〔火を｝消す」のほかに，一例を示せば

　raftan（rav）「行く」→　randan「行かせる，運転する」その作用者嶺詞（4課1節b＞ran－－aRdeii

「運転手」を知っておくとよい。

　語釈

siggごe　action（5節）　継糸売でなく，一個きりで終る動作。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　8　　課

　ペルシア語の接続詞kehには非常に広い用法があり，その一部として英謡の関係代名詞1こ似たもの

がある。このk♂の関係代名詞的爾法の説明が，75頁5節から78頁15節までである。この用法は英語

におけると岡様，限定的restrictiveと叙述的鹿5c舜p励eに分かれる。

　限定的絹法　　　先行詞一丁十k♂　　　日本語では後から返って訳す。

　「そこにいた男の人がその本を私にくれた」Mard一T　k♂ffnja　btid…………

　「あなたのそばにいた小さな女の子は誰でしたか」Dokhtar・－e－kgchek一了keh　p驚h－e－shoma

bffd…　。・・。。・。。。

　「あなたがもっている理性は不完全です」‘Aq茎一Ikeh　dErTd……・…・・

　「そこにいた人たちは去ってしまった」AR－　ha－lk♂Enla　bgdand…………

　「あなた方のうちでそこにいた人は何を見ましたか」　ShomE－・ha－T　1《eh　anjE　bffdld…………

　叙述的胴法　　　先行詞（－1がつかない）十k♂　　H本語では前から挿入的に訳す。

　「理性一それはその故に人聞が動物に勝っているのであるが　は神の偉大な恵みである」

‘Aql　keh　ens翫n　bedffR　bar｝｝e圭vaR　bartari　d翫rad…………

　「盤界の政治家たち　　彼らはこすべて〕この種の闘題の解決に豊寓な経験をもっている一一の
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善意に儒頼して，我々はこの問題を提起する」　S　iyEsatmadar－　ff　n－　e・・　jah蚕n　keh…………

　「あなた方はそこにいたのですから，1酵を見たか雷いなさい」　ShomE　keh　aRla擁穰d…………

　限定的馬法の最後の例では二入称複数であることをはっきりさせるために，shoma（：わざわざ複

数語尾をつけてある。叙述的用法の二番霞の文を限定的にするなら，s2yasatmadar－　aR－Y　dar　j　ahan

keh…・…・となる。

　80頁20節（α｝の例文，Bagh　hamash　sabz　b磁．は，　hameh「すべて」に三人称単数の人称接尾代

名詞一ashが附くと，　hameiLashでなくhamashとなるという説明のためである。しかしこの例文はこ

んな発音上のささいなことよりも，構文が罪常に重要である。即ちこの文は「庭，そのすべては緑

であった」，換欝すれば「庭はすべてが緑であった」という文なのである。他の例を挙げよう。
　　　　　　　　　　　　　O　　　　　　　　　　　o

　rn　ket論rang－ash　sorkh　ast。「この本は色が赤い」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　　■
　Shoma　FErsr－yetan　kheilT　khgb　ast．「あなたはペルシア語がたいへん上手です」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳

　こういう講文は英語になくて臼本語にある。すぐ上の例でいえば，まず「あなた」という．1三題を

提示して聞き手の注意を喚起する。主題を示す助詞が「は」である。そのあとでその主題の説明に

入る。それが「ペルシア語が上手である。」こういう表現は会話文においてとくに有効である。

第 9 課

　この課はすべて複合動詞を扱っている。しかし学習者はこの課の内容を熱心に理解し記憶する必

要はない。ペルシア語の語彙をしだいにふやしていくうちにおのずと霞分で整理できるからである。

ここでは筆者の気のついたところに説明を加えることにする。

　1節（の　chaneh　zadan「売り手と買い手が交渉して値段をきめること，とくに買い手が売り手の

つけた値段をねぎること」

　koshtT　gereftaR「レスリングをする」，　kosht罫g￥r「レスラー」。　レスリングはイラン人の好き

なスポーツである。

　（c＞p｛sh琶madan「起こるJ，　prsh－amad　「出来事J

　pish　l《eshTdan「前へ進める」，　p袖一kash「贈り物」（IO4rt）

　dar　amadan「なるj　dar　avardaR「する」

　fortfd「下」（62頁），｛orud－g紬「飛行機が降りるところ，飛行場」

　faraは，これを附けることによって音節がふえ，したがって意昧が強くなる。これ酪体は意昧は

ない。

　（d＞　beh　kttr　bordan「使う」　　beh　kEr　raftan「使われる」

　az　beiR　raftan「なくなる」　az　bein　bordan「なくする」

　dar　mian　BehEdan（goz蚕shtan）「そのことについて論じ合う」

　（e）g〒｝kardan「〔蕊倒なことに〕ひっかかる」，　gere£tEr　shodan（97翼）と隅義。

　grr　ffvardan「手に入れる」　glr　amadaR「手に入る」
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　89頁2節1｝“アラビア語舶詞十ペルシア語動詞”の構造は，臼本語における“漢語十する”に似

ている。即ちfekr　kardanは「思考する」

　｛b）鵬aghlubはヂ征服」の受動分詞，　ghalebはそれの能動分詞である。

　（d）be－vo海d　dvardan「作り娼す」　be－v◎殖d　amadaR「作り出される」

　91頁3節（α〉ペルシア語複合動詞は，非動詞部分が岡じで，動詞部分をkardan，　namadanl：すれ

ば他動詞に，shodan，　gashtaR，　gard了ldaRl：すれば受身に，それぞれなる。

　（δ＞kardan，　shodan以外の動調による他動詞と受身の表現で，上記1・2節の説明において，本

書を補い，対になる複合動詞をいくつか示しておいた。㈲の「だます」［だまされる」の対は，（c）の

動詞部分を使って，fe冠b　dadan，一一kh・v　ordanともなる。

　（a）一（d）の四組のほかに，上記の例にもあるように，avardan　　　amadan，　bordan－一一一raf£an

の組もある。

　93頁7節　ある不規則動詞の現在語根に一lda睦附けて作る二次的勤詞のことである。

例えば衰旗an（kub）「砕く」からkUbTclanを作る。それの過去分詞kubYde；・「砕かれた」はイランでは

「挽き肉」をいう。アフガニスタンではこれに一次的動詞を溺いてk6ftahという（母音がイランと

はやや異なる）。

　また二次的動詞のもう一一つの例tEftan＞tEbrdanの現在分詞tffbanを用いてkeshvar－e一識訪一も誌灘

とすれば「太陽の輝く国，H本」のことである。

第　　10　　課

　この課は単語の構成tvord　formαtionであり，これも箭諜の複合動講陶様，掌習書が惣分の語彙を

自分で整理すればよく，その参考として本書を利絹するだけでよい。

　3節，沼使が1｝1人にFarm蚕yesh　na一δa感d？と聞けば，「何かお申しつけることはございませんb・　」

ということである。

　pUshalc，　khwor琶kはmaskaRとともに「衣食f主」　をいう。

　98頁4節（e）－karのっくものとして，　bedeh－kar「与える人，借り手」，その短としてtalab－kXr「取

る人，貸し手」。またfar諭貢sh一燈r「忘れっぽい｛人〕」がある。

　（i）の（1＞，地名としての一6nの例，　TUrEnlSトルコ人の地で，聾蚕Rの対，「シャー・ナーメsに晃え

る。

　bi訪翫「荒野」は，論記r「集落」の対。

　（2｝父称patronymicsを示す一En。　BEbakffn「バーバクの子」，即ちササン朝の始祖Ardash丑

（B莇akの子）のことである。

　㈲一chi，－jlはモンゴル語・トルコ譲で作朗者を表す接尾語。　doroshk♂はロシア語起原で，一一

簸の馬に引かせる二輪車で客を乗せるものをいう。アフガニスタンではg灘iという。イランでは近

年露動車の普及により少なくなった。
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　（1）一劾灘　集落の名の接健語で，ペルシア語圏に非常に多い。

　よく用いられる接尾語を一つ加えると，－gah「場所」　例えばdanesh－g論「知識の場所，大挙」，

驚卜g蕊「止まる所，駅・停留所」

　100頁5節，縮小の語尾の例のうちyEr－U（S「野郎」に当る。　an＞・Er－U「あの野郎」。

　－chehのっくのでよく使われるのはke£ab「本」→ke甑b－cheh「ノート」，　tofang「鉄砲」→to頭n－

cheh「ピストル」

　102頁7節（b）（：はエザーフェがつかない。親属語彙はみなそうである。本書に引かれている例，

pedar．zan「妻の父，義父」，　dokhtar－‘amif「父方のおじの娘，いとこ」のほか，　pedar－bozorg

「摂父」など。

　（∫）peighEm－bar　「伝言を運ぶ人，使徒」は，普通はアレフが落ちてpeighambarと綴られる。

　（g）Ctmad－　o．shod，　ra　ft，．　o．．　amad「行き来，往来」，またd記一〇．setad「やりとり，交換」

　104頁8節（b＞k疑osh－akhlaq「よい道徳の，立派な人柄の」，　kh’もshの対はbadである。

　（∫＞ba－「のある」とb算「のない」が根い対する。　b蚕一savad「読み書きの能力literacyのある」，

br－……「一のない」。

　br－－kffr「〔現在たまたま〕胴事がない，失業中である」

　（g）二つの名詞の聞にアレフを入れる。例えば，rang－ff－rang「色とりどりの」

　106頁10節，ham．は「同」の意，　ham．kelffs「岡級生」，　kam．sayeh「間じ蔭，隣人」

11節　por－「…一杯の」とkam－「少ない」が格い対する。例えば

　por－rang「濃い〔色，お茶など〕」，　kam－rang「薄い」

　P・r－・　zgr「力が強い」，　kam－zU・「弱い」

14節　kh’Vod－「自身」を朗いる複合諾

　khwod－kar「自動の」

　〔qa｝am－e－〕kh’・・δ一一kar「ボールペン」

　〔qalam－・e－〕khWoδ一nevfs「万年筆」

　kh、・りd．k・shr「自殺」

　15節　語呂あわせ複合語二語目は意味なく，一一醤懲の冒頭の子音をmまたはPに変える。例え

ばbachcheh　machcheh「子1共」。この複合語はとくに会話において一語を強調して明瞭に表現する

効果をもち，しばしば用いられる。現地人詞士の会話に注意していればわかる。

第　　11　　課

この課はすべて前置詞を扱う。蘭置詞にはXザーフェをとるものと，とらないものと二通りある。
　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　「

エザーフェをとらない繭置詞

（α）az

Az　vezffrat　ma‘z報shod。「彼は大臣を解任された」　ここで「大臣」に異象名詞vaz賛でなく，
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抽象名＃ll　vezEratが胴いられることに注意する必要がある。岡様に

　B♂‘砺viyat－e－hei’at　entekh訪sheδ．　「彼は委員会のメンバーに選出された」（115頁）。「メ

ンバー一、」‘04vでなく，その抽象名詞「メンバーシップ」に当る語が粥いられている。

　Az　daryaft．　e－　kaghak－　e－tffn　masrffr　gashtam．「貴翰落手，欣快に存じ候」maasrifr　gashtafi

「うれしく思う」ISkhWoshhal　shodanの文語的表現である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

　111頁脚注にあるとおり，kheshtは「日乾煉瓦」，これに対し「焼成煉瓦」は司erという。

　（b）b蚕

　mokhalef　b記a琵「反罵であるAの舛，　movafeq　b記an「賛成であるjも，この前置詞をとる。

　（c｝bar

　afzfidan「ふえる」の対はkEstan（k6h）「へる」で，前置詞azをとる。

　（e＞beh　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　ve｝kharj￥「薯移」の構成は，　vel「霞由な，気ままな」十kharl「消費J　x「ぜいたくな」。これ

に抽象名詞化の一1がついたもの。

　beh　khod蚕「神の名において，神に誓ってj

　basteh　btidanヂ関る」はbas亡e郎dEshtan「関係をもっ」と嗣義。

　圭a‘neh　zadan「ひやかす，からかう」はmatalak　goftanともいう。

　（i）dar

　shesh　gaz　dar　ehahffr「横六ギャズ，縦四ギャズ〔の四角形〕j　gazは長さの単位で約1メート

ノレ（259頁）0

　119頁3節　エザーフェをとる前置詞

　0驚h必ずしも「離」でなく，「のそば，のところ」，120頁のnazdと岡義。

　sar－　e－　mYz　「机に向かって〔椅子にかけて〕」，　r9－ye－zamYn「床の上に〔坐って｝」の対。　sar－e

－ ke塩sは「授業中」。なお「私たちは坐っていた」は，　mineshastimよりiteshasteh　bitdimがよい。

　ta　灘語でよく用いられ，エザーフェもとらない。　tft　FrrrsT「ペルシア語で」，文語的にはbeh

F翫rs駅

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　12　　課

　この課は，ペルシア語にとって非常に重要で，他の言語にそれに相当するものがないためわかり

にくい辞加rfをまとめて説明してある。即ち一i’；エザーフェ，一癒である。

　一τ

　（α）　　名舞町自勺　（124－128頁）

　　（i｝　名詞にっいて形容詞を作る一r

　Yazd「ヤズド」→YazdT「ヤズドの，ヤズドの人」

　この一・　fはほとんどいかなる語や餐据こもつけられて便利である（125更）。例えばδδtomaR￥「2トマ
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一
ン（20リアル〉の〔物〕」

　124頁の地名の説明

　Savehテヘランの西南の町

　Rei　テヘランの東南郊外

　Marv（Merv）　ソ連トゥルクメン共和国の都市，現在の地名は「マリ」

　入v♂　一一つはカズヴィンとハマダンの中問の町，現在はAvalと呼ばれる。もう一っはサーヴェ地

方の村，Abehとも呼ばれる。マルコ・ポーロ旅行記にS蚕veh，　K蚕s矯Rとともに繊てくる。

　Dehlr　インドの都市デリーDelhi

　S￥s　tan　イラン東南部からアフガニスタン臨南部にかけての地域，古名Segc蕊伽。

　人各の説明

　Nader　ShEh　Af＄har（1688－1747，在位1736－47）サファヴィー朝のあとイランを支配し，イン

ドにも攻め入った。アジアにおける最後の征服養といわれる。

　Ya‘q葡ebn－e－Lel§－e－§af猿rτ　サッファール朝のレイスの子ヤアクーブ。サッファ～ノレ朝は9

世紀後半，ターヒル朝に次ぐアッバース朝下のKラン人政権。「サッファール」は「銅細工人」の

意。

　　（li）形容詞について名詞を作る一T

　mehrabffn「親切な」一一・mehrabffnr「親切」

　　（lli＞不定を示す・・1　これにはストレスがないことに注意。

　hafteh．・r　chandヂ数週聞」，　sa1－r　dδ「二年ほど」は，いずれも古典的用法で，環代語ではそれ

ぞれchand　hafteh，　dδs田という。

　なお一石がついて副詞的に使われることがある。hafteh－？面rUz「一週に二H」，　sff1－r　yak　mar・

tab♂「一年に一園」など。

　この不定の一了はある種のニュアンスを与えるものである。それがどんなものかは125頁下から127

頁上までをよく読むこと。とくに126頁下半分，否定動詞とともに罵いられること，cheh「何」に

続く名詞（単・複とも）につくことを覚えておくとよい。

　127頁下から次頁上にかけては，－rのつかない場合，即ち物が総称的に用いられるときには㌶がっ

かないことが述べられている。

　　⑪V）関係代名詞的一丁　これもストレスなし。mard－T　keh………「・・……・の男」

　ペルシア文を発音するに当って，－rにストレスをおくかおかないかは重要なことである。あらか

じめ文中のバの性質を以上の説明により四つに分類し，前こ二春ならストレスあり，後二者はなしと，

明確に区別して発音しなければならない。それが誤ると聞き手に意味が通じないことがある。

　（b）　動言司臼勺　（128頁）

　　（D　二人称単数語尾　説明略

　　Gi）古典的馬法において過去形に附けられ，条件または継続を示す，現代ではbayest一了にだけ

一　93



　　　　残っている。

　xザーフェ（128－13e頁）

　これはペルシア語でもっとも面倒な辞である。即ちたいていの場合，文字に表れず，しかも詞と

詞をっなぐための必須のものである。文章を読むに当ってエザーフェを入れないと，全く意昧が通

じない。エザーフェについては，つける場合と，つけない場合と，両方をわきまえなければならな

いo

　つける場合

　（α）所　有　ketab－e－pesar「その少年の本」

㈲形容　磁ard－e－khab「よい男」

　（c）前置詞にっく　posht－e・－kh蚕neh「家のうしろ」

　（d）親子関係　Rosta　m－　e－　Za｝「ザールの子ロスタム」（シャー・ナーメの主入公）

　（e）距離　dah　farsakhr－　ye・一　Esfahan「イスファハンから10ファルサフ」

　（∫）岡格　Ya‘q輪一e－peighambar「預言者ヤアクーブ」

その他の例をいくつか加える。

　Khanem－e－YEmEda「山田夫人j

　b琵htar－e．marδom「たいていの人Zr　j

　prr－e－mard「老翁」

　っけない場合　　　つけない場所を⑭で示す

　fn　nou‘⑭kh灘eh　「この種の家」

　ha磁♂⑭rah「道中ずっと」

　dδmetr⑭goud冨「ニメートルの深さ」

　yak　1TvEn⑭訪「グラス～杯の水」

　la庸b－e一爾百一ye－Bahma籍⑭Nakhost　Vaz費「総理大臣パフマン氏」

その地の例をいくつか挙げる。

　slb⑭zamThi「じゃがいも」

　孚碑eb⑭khEneh「家主」

口語で早く発音するときエザーフェがおちる。Daneshgah⑭Tehran　lテヘラン大学」

親族関係を示す複合語にエザーフェがつかないことは，第10課7節（b）の説明で述べた。

なお次の相違に注意すること。

　hameh　一・　ye－　sEl「一一年中」

　hameh⑭S田「毎年」，　har　s田1こ同じ。

　＿r資　（130－132頁）

　4頁第三課6節にいう，“ペルシア語には格変化はなく，限定名詞が動詞の直接員的なら，このこ

とは接尾譜一語を附捕することによって示される”と。ド彼はその本をketab－ra私にくれた」
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　本課131頁の説明では，口語ペルシア語ではこれの使用に多少の許容があるとし，次の例文を挙げ

る。

　Kodam　ketab－　ra　m正hw蕊羅？　「どの本が要るのですか」

　Raft　ketRb－r－ra　bel｛harad．　「彼はある本を買いに行った」

　第一一一一の例文でのぜ五は単に直接欝的を添すためである。第二の例文では，本書に説明があるように，

keh　lazem　dasht「彼が必要とした」という節が省略されている，つまり「ある本」が何らかの限

定を受けていると考えるべきであろう。

　古典文ではこれは与格を示すのにも馬いられた。

　U－rffδ6　pesar　b灘．「彼には二人の子があった」

　この用法はアフガニスタンに残っている。例えば，Ma一蛮bedeh．「私にくれ」（イランでは，Beh

man　bedeh．　という）

　なお，まれではあるが次の用法もある。

　Emraz．ra　chandEn　kffr・・i　na一翻ram．　f今日は私は大して用がなv＞　j　emrfiz「今口」だけでll［1

詞として充分なのに，一・　rdをつけたのは，「昨臼や明日はともかく，今日ばかりは」という風に，「今

目」を強めるためである。

　132頁4節は程度の大なることを袈す旬で，格式ばった表現であり，手紙文などによく用いられる。

　「私は感謝の完全kamEl－e－emtenEnをもっている」（私は大変感謝している）

　「彼は二苦しみの極端na聴yat－e－sakhtlの中で生活している」

　「幸福の極端・ah翫y・t－e－・1・h“’・sh麟でj　i

　133頁5節からヱ35頁ヱ0節までは複数を扱っている。中でもとく1こ重要なのは7節以後で，ここで

は単数形・複数形の区別が述べられている。

　7節　「イランにはよい果物があります」　「果物」には色々な種類があるので，m￥veh　－haと

複数になる。

　8節　総称的表環の場合，入間は複数形，その他は単数形をとる。

　総称的に使われた名詞が述語であるとき，実際には複数でも単数形をとる。

　「我々はすべて神のしもべである」，「しもべ」band♂は単数形。

　総称的に使われた名詞がエザーフェで前の名詞と結ばれる場合は，複数形となる。

　「このことは子供のやることだ」，「子供」bachcheh　一一hEは複数形，「やること」矯rは単数形と

なる。

　9節　多くの名詞がva，o「そして」でつながっていると，それらの名詞は単数形である。

　「大臣も代議士も将校も僧侶も，みな出庸していた」　（出席者の種類に重きをおき，その入数を

考えていないからである）

　10節　その他，理論上複数でも単数形をとる場合，つぎの例文の下線部。

　「みんなの肩面shには重い荷があった」
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　「彼らは盤‘ag灘ehを変えたj

　「我々は手紙kEghataを交換した」

　17節は，単数で形容詞である語が複数で名詞になるという説明である。

　bozorg「大きい」→bozorg一蚕n「偉人たち」　（133頁5節）

　bazdttsht　shodeh「郷留された」一＋bazdasht　shode－g撫「被揮留・者たち」（144頁2節b）

　‘引em「学識ある」→‘o圭amざ秩9識入層」（アラビア語的複数，226頁19節b）

　18節　発音も意昧もよく似た単語を二つ並べるのは，ペルシア語でしばしば用いられる修辞であ

る。欝本語に訳するにもなるべくその感じを出すようにしたい。

　もakota曲百　「たったひとりj

　besyttr　o　brshomar「多数で無数」

　20節　va，　o「そして」について本書では五つの胴法を挙げてあるが，「そして」だけの意昧を知っ

ていれば充分である。

　（d｝Gol　ham了h　panj　rgz　o　shesh　bashad．「花はわずか五，六臼しかない」（ゴレスターン）

　これは古典的用法であって，現代文では「五，六M」のことをpaRj　shesh癬zという。40頁8節

にいうように，おおよその数をいうにはそれらの数を並べるだけでよく，その閥にo「そして」や

頭「または」を入れない。「二，三」はdδsehという。

　なおvaとoとの使いわけであるが，意味がかなり密接につながっていればo，そうでないときは

vaとする。

　r嚢z　o　shab　「昼と夜」

　Amad　va　az　ma　khodabafeZI　kard．　「彼はやって来て，我々に別れを告げた」

　語釈

　to　compare　A　with　B（128頁）　「AとBを比べてその相違に気をつける」　ここでは，－Tのあ

るなしによる違い，即ちmard「一一入前の男」が総称的に用いられているのに対し，　mar㌫τmes1－

e－shomrr「あなたのような人」が限定的に用いられているという相違に注膠せよ，ということであ

る。
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